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　2月12日、JAきたそらち青年部が営農センター駐車場に、青年部の活動をPRする
「スノーメッセージ」を制作した。

➡記事の詳細は４ページ

JAきたそらちでは、
ホームページとFacebookで、
魅力満載の情報を発信中です！
ぜひ、ご覧ください！
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　2月4日と5日の2日間、営農センター資材店舗で毎年恒例の

作業衣類展示会が開催された。普段店頭にない種類の長靴やヤ

ッケなどが特価で並び、2日間で約200人が訪れた。今年は新

型コロナウイルスの感染症対策として店舗入り口に消毒液を設置

し、来場した組合員には手指の消毒とマスクの着用を呼び掛けた。

　同展示会は毎年組合員に好評で、間もなく始まる春作業に備

え、田植え靴や手袋などをまとめて購入していた。来場した組合

員は、「コロナの影響で今年は中止になるかと思ったが、感染対

策をしながら開催してもらえて大変助かった。いいものを安く、

たくさん買えたので今年の作業に向けた準備を進めたい」と話す。

　また同時開催として、深川市を拠点に移動販売を行う「炭火

焼き鳥【他力本願】」による焼き鳥販売と、NPO法人深川市手

をつなぐ育成会が運営する障がい者福祉サービス多機能型事業所

ふれあいの家の福祉ショップ「たい焼きCOCO」によるたい焼

き販売が行われ、どちらも大好評だった。

【資材課　明月】

作業衣類展示会　開催経済部経済部経済部経済部

　2月9日、ふかがわまい生産組合（伊藤裕美組

合長、組合員384戸）が営農センターで第2回通常総会を開催し、

組合員や来賓、JA職員など約40名が出席した。

　伊藤組合長は開会にあたり、「コロナ禍による外食産業の需要低

迷が米の消費に大きく影響した。ご支援いただいている関係各所

と連絡を密にし、皆さま方と一緒に成長していきたい」と挨拶した。

　議事では、長岡祐一氏（音江地区）を議長に選出し、令和2年

度事業報告や決算報告、令和3年

度事業計画などが原案通り承認さ

れ、役員改選が行われた。

　また総会の前段として、クリー

ンライスふかがわ生産販売拡大委

員会の共励会表彰が行われ、同委

員会の審査基準に基づき、品種ご

とに最優秀賞と優秀賞を受賞した

組合員に対して、松田直人委員長

より表彰状と記念品が授与された。

　なお、新役員および共励会表彰

の受賞者は右記の通り。

ふかがわまい生産組合 第２回通常総会

＜共励会表彰　受賞生産者＞
【ななつぼしの部】

最優秀賞　松本　宗和さん（メム地区）

優 秀 賞　阿波　一雅さん（メム地区）

【ふっくりんこの部】

最優秀賞　松本　憲一さん（メム地区）

優 秀 賞　北本　清貴さん（メム地区）

【ゆめぴりかの部】

最優秀賞　樋掛　光雄さん（一已地区）

優 秀 賞　正田　浩貴さん（一已地区）

【きらら397の部】

最優秀賞　谷岡　　勤さん（納内地区）

優 秀 賞　(有)大川一夫農場（メム地区）

販売部販売部販売部販売部

令和3年～4年度　役員名簿
役　職

組 合 長

副組合長

会　　計

理　　事

理　　事

理　　事

理　　事

理　　事

監　　事

監　　事

氏　名

伊藤　裕美

岡田　　徹

糸　　正幸

神尾　　誠

本山　純司

石川　大輔

宮崎　英希

板垣　政友

河合　　暢

飯村　英樹

地　区

一　已

納　内

多度志

一　已

メ　ム

音　江

納　内

多度志

メ　ム

音　江
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女性部
だより
女性部
だより
女性部
だより
女性部
だより

　2月8日、JAきたそらち女性大学「カレッジあみてぃえ」の第6講が営農センタ

ーで開催され、受講生24名が参加した。

　今回は、「夫婦二人三脚で6次産業化」と題し、新篠津村で有機農業を営む(有)

大塚ファーム取締役副社長の大塚早苗氏を講師に迎え講演が行われた。

　同ファームでは、生産・加工・販売までを生産者自らが行う6次産業化に取り組ん

でおり、約30品目の有機野菜を生産している。またイオングループのスーパーマーケ

ットや生活協同組合コープさっぽろの店舗など道内の小売店のほか、東京都や沖縄県

でも販売を行っているが、物流にかかる費用が大きいため、流通コストの削減を目指

すべく道内を中心とした売り込みを強化し、少しでも多く道内で販売できるような体

制をとっている。大塚氏は同ファームが加工に取り組んだ理由として、「悩みの種だっ

た廃棄になる規格外の野菜をどうにか活用できないか、また子供たちに美味しく体に良いものを食べさせたいとの

思いから、干し芋や切り干し大根やドックフードなど様々な商品の製造を始めた」と話す。さらに、生産だけでは

なく加工や販売に対して「頂上を明確に！何のためにやるのか？余力でやれるか？自分で売る覚悟はあるか？その

商品は確実に売れるか？」を常に考えながら取り組んでいることを説明した。

　受講生は、大塚氏の豊富な経験を活かした雇用安定や、3人の息子さんの後継者としての育成、さらに農福連

携に取り組み、人材の確保や人を育てることの大切さの話などを真剣に聞き、「生産・加工・販売をすべて生産者

が行うことへの大変さを知り、強い覚悟が必要であることを学んだ」などと感想を話す。

【営農企画課　佐藤】

農業
振興部
農業
振興部
農業
振興部
農業
振興部

（ⓒよい食P）

　2月4日、JAきたそらち女性部（宮田浩子部長、部員483名）のさくら

カレッジが営農センターで開催され、部員27名が参加した。

　今回は「家庭菜園講習会」と題し、「忙しく野菜栽培をする機会がない」「子

供に安心安全な野菜を食べさせたい」「栽培したいが学ぶ機会がない」とい

った部員に向け、初めてでもわかりやすく簡単にできる家庭菜園の基本につ

いて、青果課の河原秀昌課長を講師に招き、説明を受けた。

　講習会では、河原課長が「野菜づくりの成功への六か条」「土づくりと畝

の立て方」「種まきと植えつけ」「肥料と施肥」「間引き・整枝・受粉」「雑

草と病害虫対策」について5章構成として、それぞれのポイントや注意点な

どを図・画像を見せながらわかりやすく説明し、「家庭菜園が初めてのため

マルチの使い分けを知りたい」「苗を育てた場合一年たった来年でも苗は発

芽しますか」など部員からの多くの質問にも詳しく回答していた。

　今回講習会に参加した部員には、トマトやマリーゴールドなど6種類の野菜・花の種から好きなもの2種類がプ

レゼントされ、受け取った部員からは「家庭菜園の基本を学んだから早く育てたい」などの声も上がり、有意義

な講習会となった。

【営農企画課　佐藤】

さくらカレッジ「家庭菜園講習会」さくらカレッジ「家庭菜園講習会」さくらカレッジ「家庭菜園講習会」
JAきたそらち女性部JAきたそらち女性部JAきたそらち女性部
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青年部
だより
青年部
だより
青年部
だより
青年部
だより

除雪ボランティアで地域貢献除雪ボランティアで地域貢献
青年部一已支部青年部一已支部

　2月6日、青年部一已支部（大井賢太郎支部長、部員24名）が、深川市一已地区の高齢者宅を訪れ、

除雪ボランティア活動を行った。この活動は地域貢献の一環として13年間続けている。

　参加した部員11名は、いずれも手慣れたスコップさばきで住宅の窓にかかるほど積もった雪山を崩

した。今年は昨年よりも積雪量が多かったが、1時間ほどで作業を終えた。

　除雪作業を依頼した深川市社会福祉協議会の担当職員は、「一人暮らしの高齢者の方々の中には体が不

自由な方が多く除雪もままならない状況。青年部の皆さんには毎年除雪に来ていただき大変助かってい

る。ありがとうございます」と感謝の言葉を述べた。また大井支部長は「部員数が少なくなっている中、

今年も除雪ボランティアを無事に実施できてよかった。今後も地域貢献のために継続して続けていきた

い」と話す。

　2月12日、JAきたそらち青年部（西田展好部長、部員178名）が営農センター駐車場にスノーメッセー

ジを制作した。青年部活動の一環として、農業者の思いを消費者にPRすることを目的に毎年制作して

いる。

　今回は部員18名が参加し、4色のスプレー（赤、青、緑、黒）を使い、大ヒット漫画「鬼滅の刃」

から引用した『全集中』というメッセージと同漫画の主人公（竈門炭治郎）が着ている羽織の柄である

市松模様（黒と緑の2色）を高さ約3ｍ、幅約13ｍの雪山に描いた。

　西田部長は「コロナ禍で農産物価格の先行きが不透明になり、また部員減少による体制整備などの課

題も多いが、部員で情報を共有し合いながら日々の営農や青年部活動を『全集中』で頑張りたい」と話す。

【営農企画課　石野】

ＪＡきたそらち青年部ＪＡきたそらち青年部ＪＡきたそらち青年部ＪＡきたそらち青年部

スノーメッセージ制作スノーメッセージ制作スノーメッセージ制作スノーメッセージ制作
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令和３年度　営農組合長
地区名 組　合　名 氏　　　名 構成員 地区名 組　合　名 氏　　　名 構成員

音　江

メ　ム

菊 丘

音 江 東

内 園

音 江 中 央

音 江 西

9

11

14

56

38

◎

○

◎

○
雨　竜

北　竜

35

22

24

21

30

34

影 近 敏 明

大谷内　　　清

由 野 政 之

川 村 正 人

寺 本 義 隆

南 盛

東 栄

　 西 　

中 央

本 牧

北 友

加 津 　 隆

安 部 直 樹

加 津 春 雄

池 津 行 紀

川 越 豊 治

宮 脇 　 純計128戸（音　江）

一　已

一 已 第 1

一 已 第 2

一 已 第 3

一 已 第 4

一 已 第 5

一 已 第 6

24

23

22

25

22

26

○

◎

神 尾 綾 子

中 野 善 隆

髙 瀨 慎 司

渡 邊 武 利

樋 掛 光 雄

毛 利 紀 幸
計142戸（一　已）

納　内
納 内 76 ◎村　椿　光　生

多度志
多 度 志 南

多 度 志 北

46

38

◎

○
松 井 　 守

西 川 雄 一
計84戸（多度志）

計166戸（雨　竜）

◎

○

○

◎

○

◎

19

21

30

9

22

9

13

12

22

碧 水

岩 村

美 葉 牛

古 作

板 谷

西 川

　 和 　

三 谷

恵 竜

山 本 光 也

朝 倉 億 法

平 林 和 美

渡 邊 靖 範

渡 辺 恵 一

藤 井 啓 二

高 橋 康 詞

高 田 秋 光

堂 前 諭 弥
計157戸（北　竜）

幌加内

28

29

26

15

南 幌

幌 中

幌 里

北 幌

加 藤 一 広
加 藤 慎 一
蔵 前 文 彦
番 水 英 世
南 谷 秀 明
平 野 利 幸
吉　成　慎太郎
宮 原 克 弘

◎印は営農組合長連絡協議会代表者です。
○印は営農組合長連絡協議会副代表者です。

営農組合数　38組合 営農組合戸数　955戸

北 東

芽 生

南 区

北 菊 水

　 巴 　

19

25

23

15

22

◎

○

浦 瀧 教 幸

岡　田　耕一郎

田 中 克 和

近 藤 洋 介

北 本 清 貴
計104戸（メ　ム）

　篤志者の寄付等からの積立てによって造成されている当JA農業教育振興基金は、令和３年1月末残高は9,533,895
円となっています。
　今後においても当JA組合員教育の実施や地域農業振興のため、優れた農業者の育成を目的として活用させて頂きます。

自：令和2年2月1日～至：令和3年1月31日

項　　目 金　　額 摘　　要

繰越金

寄付金

その他（貯金利息）

収入合計

6,533,839

3,000,000

56

9,533,895

令和2年1月31日残高

【収　入】

項　　目 金　　額

差引残高 9,533,895

摘　　要

農業後継者、新規就農者

育成研修助成
0

支出合計 0

本年度該当なし

【支　出】

計98戸（幌加内）

JAきたそらち農業教育振興基金　収支報告

計76戸（納　内）

今年度の各地区営農組合長が決まりましたので、お知らせ致します。
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　1月28日、営農センタ

ーで行われた第14回理事

会の席上、令和2年度の

永年勤続表彰対象者18名

と提案表彰の対象となっ

た2部署に柏木孝文組合

長より表彰状が手渡された。本来、同表彰はJA役職員新年交

礼会の席上で行われるが、今年は新型コロナウイルス感染症

拡大防止の観点から交礼会が中止となったため、当JA役員が

一堂に会すこの日、表彰式が行われた。

　提案表彰では、幌加内支所が新型コロナウイルス感染拡大

等の販売環境の急速な悪化に対して、地域の創意による販売

促進事業に全国に先駆けて取り組み、そば産地としての全国

的な認知度向上と販売拡大につながったことから功労表彰を

受けた。また雨竜支所営農課が組合員との接点強化の手段と

して支所独自の広報誌「新しい風」を新たに発行したことで、

JAと地域及び組合員間の距離を縮め、JAをより身近な存在

に感じさせイメージ向上につなげたことから奨励表彰を受け

た。

　なお、永年勤続表彰者については右記の通り。

＜永年勤続表彰30年＞

＜永年勤続表彰20年＞
鈴木　親良　（総合企画室）

本田　幸永　（金融共済幌加内支所金融共済課）

河原　秀昌　（青果部青果課）

中野　智晴　（販売部畜産課）

米倉　　亮　（雨竜支所営農課）

蓑口　悦子　（金融共済音江支所金融共済課）

永満　陽子　（金融共済北竜支所金融共済課）

伊藤　真紀　（経済部燃料課深川給油所）

鷲尾美保子　（経済部燃料課北竜給油所）

藤井　静代　（深川支所営農課）

田中　里枝　（深川支所営農課）

松山登志生　（経済部）

伊藤　　強　（金融共済部貯金課）

鷲尾　公敏　（金融共済部渉外課）

渡邊　康貴　（深川支所営農課）

上月　　洋　（深川支所営農課）

上田　由香　（金融共済深川支所金融共済課）

堀　　了予　（青果部青果課）

令和２年度　永年勤続表彰・提案表彰令和２年度　永年勤続表彰・提案表彰

新 風新 風

お
か
だ

た
い
ち

農家後継者☆
目
指
す
農
業

　
拓
殖
大
学
北
海
道
短
期
大
学
を
卒
業
し
て

実
家
に
就
農
し
ま
し
た
。
初
年
度
は
仕
事
内
容

を
理
解
す
る
の
に
時
間
が
か
か
り
ま
し
た
が
、

大
変
な
作
業
の
中
で
も
楽
し
さ
や
、
や
り
が
い

を
感
じ
る
こ
と
も
増
え
て
き
ま
し
た
。

　
今
後
は
安
定
し
た
収
量
と
品
質
の
確
保
、

自
分
が
や
り
た
い
と
考
え
て
い
る
こ
と
を
、
ど

の
よ
う
に
経
営
に
取
り
入
れ
る
か
な
ど
、
将
来

の
経
営
を
想
定
し
た
勉
強
を
し
て
い
き
た
い
で

す
。

　
ま
だ
ま
だ
知
識
も
経
験
も
浅
い
で
す
が
、
少

し
ず
つ
身
に
付
け
、
生
産
者
と
し
て
頑
張
り
た

い
と
思
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

氏

名

年

齢

就
農
年

地

区

経
営
面
積

岡
田
　
汰
一
　
　
さ
ん

22
歳

平
成
31
年
４
月

深
川
支
所
　
多
度
志
地
区

経
営
主
　
　
岡
田
　
博
樹
さ
ん

　
　
　
　
　

１
０
０  

ha

（
水
稲
、
小
麦
、
そ
ば
）

　【新規就農希望者受入農家・新規就農希望者募集】
　ＪＡきたそらちでは、ＪＡホームページ・新農業人フェア等で新規就農者の募集をしております。新規就農希望者を受

入れていただける生産者を募集しておりますので、人材確保に不安をお抱えの方はお気軽にご相談ください。

　また、新たに従業員を確保される予定がある方へ、活用可能な事業をご紹介しますので、合わせてお問い合わせください。

◇　問い合わせ先：農業振興部　営農企画課【TEL：0164-26-0134】

◇　ホームページ：http://www.ja-kitasorachi.com/farmer/index.html
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（ⓒよい食P）

　1月25日、当JAの中核人財養成塾「サムライ塾」

の第1期生最終講義が営農センターで行われた。

　「サムライ塾」は、当JAが組合員および地域の生涯

にわたって近くにある存在のJAであるために、「優秀

な人財を育て確保すること」、「今後のJAをよりよくす

るための仲間づくり」を目的に平成31年4月より開講

し、中堅職員（主査）7名が第1期生として、外部・

系統講師、幹部職員などによる講義、優良企業視察な

ど、約2年間に亘り計20回の講義、研修を受けてきた。

　1年目に実施した優良企業視察では、最善を追求する働き方・生き方の第一歩として“人間力”を磨くきっ

かけ作りを目的に、社員第一主義・人間性尊重の経営で全国から注目を集める「ネッツトヨタ南国」（高知県）

にて講義を受けた。同社はカーディーラーとしては異彩を放ち、30年に亘り積み上げてきた人財開発の経

験と日本経営品質賞を受賞した経営実績の知見を融合し、2010年に人財・組織開発部門を分社して「（株）

ビスタワークス研究所」を設立。同社で実証してきた採用や人材開発のノウハウを形式知し、人材育成や職

場づくりの学びの場を全国展開している。塾生のアンケートでは、全員が印象に残った内容として同視察をあ

げており、大きな刺激を受けた意識変容に繋がった。その後も1年目から外部講師として携わってきた(有)

石田コンサルタントオフィスの石田邦雄氏の講義を積み重ねる中でさまざまな“気づき”と学びを得てきた。

　そして、研修の締めとなる最終講義では、これまで

同塾で学んだ内容の集大成として、塾生が常勤役員等

に向けて「JAきたそらち食農教育事業について」と題

したプレゼンテーションを行った。プレゼンテーション

の中ではまず、これまで当JAが実施してきた食農教

育事業は系統が発行する教材の配布や青年部活動によ

る支援程度で、職員が直接「食と農の大切さ」を伝え

る機会がなかったことを問題として提起。さらに、組

合員戸数と管内市町村人口の推移やSDGｓ達成に向け

た食農教育の必要性といった観点から、JAが主体となった小学生を対象とした農業体験や加工体験などによ

る食農教育事業について提案した。プレゼンテーションの後には、常勤役員等からの質疑応答、石田氏より

講評が行われた。

　その後、塾生一人ひとりから同塾の修了にあたっての発表が行われ、「優良企業視察で刺激を受け心が震

え何かを変えたいと思う気持ちが持てた。講義での学びや気づきを業務に落とし込んで行動していきたい」、

「ここで終了ではなく新たなスタートとして捉え、自ら気づき・考え・行動することを習慣化していきたい」

などと話す塾生もいた。また、同塾長の岩田清正専務が修了証書を授与し、柏木孝文組合長、石田氏、岩

田専務が行った講話の中では、塾生に対して今後への期待と労いの言葉が贈られ、サムライ塾の第1期が修

了した。

　第2期は今年4月から開講し、カリキュラムの中では1期生との交流会も行う予定。

【人事課　中川】

中核人財養成塾「サムライ塾」中核人財養成塾「サムライ塾」
第1期生最終講義第1期生最終講義

総務部総務部総務部総務部
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農作業実習報告農作業実習報告JA職員JA職員 第５回

①実習先　　　／　　　②実習期間　　　／　　　③作業内容　　　／　　　④感　想

金融共済部　貯金課　　林　綾華　（平成31年4月入組）
①深川支所多度志地区　遠藤 良明　地区代表理事宅(農事組合法人米道産)
③花き採花、選別作業、箱詰め作業、出荷作業
④今回の農作業実習は、主に花きの選別、採花作業を行いました。受入先の皆様がとても温かく

迎え入れてくださり、作業中も休憩時間も楽しく過ごすことができました。選別作業では正しいサ

イズに見分けること、採花作業では、採花できる花と出来ない花を見分けることに苦労しました。

　今まで農作業に携わる機会がなく、ほとんど知識がなかったのですが、今回の実習を通して採

花から出荷までの一連の作業を知ることができま

した。2日間という短い期間の中でしたが、農作

業の大変さや楽しさを理解することができたと感

じています。また、普段の業務ではなかなか関

わることのできない組合員さんと交流できる機会

にもなったので、とても貴重な2日間でした。

　今回このような経験をさせて頂いたことに、本

当に感謝しています。ありがとうございました。

②令和2年8月3日～8月4日

経済部　音江給油所　　成澤　祐里香　（平成31年4月入組）
①深川支所多度志地区　遠藤 良明　地区代表理事宅(農事組合法人米道産)
③花き採花、選別作業、箱詰め作業、出荷作業

④今回の農作業実習は、主に花きの選別、採花作業を行いました。どちらの作業も明確な基準

がなく判断がとても難しかったですが時間が経つにつれ判断が早くなり効率よく出来るようになり

ました。また、採花作業は気温が高いハウス内で行い、立ってしゃがんでの繰り返しだったので

とても体力を奪われました。

　農作業自体が初めての経験だったので、慣れない作業ばかりで一つの作業に時間を要しすぎた

と思いますが、実際に体験したことで組合員さん

の日々の農作業を今までより深く知ることができ

ました。

　また、普段の業務では他の地域の組合員さん

と話す機会が少ないので実習を通して色 と々お話

を聞くことができました。

　今回の農作業実習はとてもいい経験になりまし

た。誠にありがとうございました。

②令和2年8月3日～8月4日

　先月号に引き続き、若年職員（採用2年目）を対象としたJA非常勤役員宅における農作業実習につ
きまして、各実習生の感想や今後の抱負をご報告させていただきます。（今回で最終回となります）

（8）ＪＡきたそらちＪＡきたそらち



JAきたそらち太陽光発電所　発電実績

発電電力

○令和３年1月実績

計画対比

前年対比

13,275kwh 発電電力

○累計（R２.12～Ｒ３.1）

21,243kwh
＋5,617kwh

△8,755kwh

計画対比

前年対比

＋614kwh

△13,540kwh

令和２年度　JAきたそらち太陽光発電所　収支報告 （単位：千円）

項　　　　目

Ｒ２年度発電収入　①

備　　　　　考
２年度実績 計画 前年実績

金　額 金　額 金　額対　比 対　比

21,699 16,798 22,0024,901 △ 303

収　　支　① - ② 10,090 3,167 9,3326,922 758

R1.12～R2.11発電分

減価償却費

償却資産税

電気事業税

借入金利息

その他諸費用

支出合計　②

9,547

986

0

0

1,077

11,609

9,219

1,133

213

930

2,136

13,631

10,402

1,129

0

0

1,139

12,670

328

△ 147

△ 213

△ 930

△ 1,059

△ 2,021

△ 856

△ 143

0

0

△ 62

△ 1,061

点検費、保険料、管理費

◆ブリのみそトマ煮

◎作り方

お料理コーナー

①ブリは両面に塩をふり、10分ほどおく。ペーパータオルで水けを拭き取り、小麦粉を少々ふり薄く

まぶす。

②フライパンにオリーブオイル大さじ1とニンニクを入れて2、3分炒める。①を並べ入れ、ふたをし

て中火で2分ほど焼く。

③裏返して白ワインを回し入れAと水1/4カップを加えて、2、3分弱めの中火で煮る。

④みそを溶き入れ、味をととのえる。器に盛り、細ねぎをちらす。

『家の光』2020年３月号「家の光料理カード」から　調理：舘野　鏡子

◎材料（4人分）

ブリ（切り身）　………………………………………　4切れ

細ネギ（小口切り）　…………………………………　 40ｇ

ニンニク（薄切り）　………………………………　1かけ分

白ワイン（もしくは酒）　………………………　大さじ２

みそ　……………………………………………　大さじ１強

塩　………………………………………………　小さじ1/2

　　トマト缶（カットタイプ）　…………………　200ｇ

　　砂糖　…………………………………………　小さじ1

　　ローリエ　…………………………………………　1枚

小麦粉　オリーブオイル

｛Ａ転載不可
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営業時間変更のお知らせ
【金融共済部】

４月からATMの稼働時間が下記の通りとなります。

【経済部 燃料課】 【営農センター】
４月からSSの営業時間が下記の通り
となります。

SS営業時間（4月1日～ 10月31日）

7:30 ～ 19:00

8:00 ～ 18:00

セルフ

フ　ル

音　江
深　川

イチヤン
納　内
多度志
北　竜
幌加内

本 所
金 融 共 済 音 江 支 所
金 融 共 済 深 川 支 所
金 融 共 済 納 内 支 所
金融共済多度志支所
金 融 共 済 雨 竜 支 所
金 融 共 済 北 竜 支 所
北 竜 町 COCOWA
金融共済幌加内支所

４月から営農センターの営業時間が
下記の通りとなります。

営農センター営業時間（4月1日～ 10月31日）

平　日

9:00 ～ 18:00 9:00 ～ 12:00 稼働しません

9:00 ～ 17:00 9:00 ～ 17:00
土曜日 日曜日・祝日

ATM稼働時間（４月１日～ 10月31日）

8:00 ～ 17:00

農業振興部・担い手支援室
販　売　部

経済部資材課・資材推進課
深川支所

※各店舗（窓口）平日9:00 ～ 16:00
※祝日の影響により営業を休止させていただく場合がございます。
※くわしくは下記までお問合せください。　
　金融共済部 本所（貯金・融資）　TEL:0164-22-6618

※燃料配送・ガスなどのお問い合わせは下記
までご連絡お願い致します

　配送センター　TEL:0164-22-7171

（ⓒよい食P）

　JAきたそらちでは、組合員・お客様に安心してご利用
いただけるよう、新型コロナウイルス感染症対策として以
下の対策を行っております。

○全職員のマスク着用、手洗い、アルコール消毒の徹底
○各事業所・店舗の入口に消毒液、窓口に飛沫感染防止

シートを設置
○待合場所の椅子の間隔を開けて設置

ご不便とご迷惑をお掛けしますが、来所・来店される皆
様のご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げます。
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金融共済部 共済課からのお知らせ
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吉
本
病
院
　院
長

松
　本
　三
　樹

　
２
月
12
日
に
フ
ァ
イ
ザ
ー
社
の
ワ
ク
チ
ン
約
40
万
回
分
が
成
田
に
到
着
し
、
２
月
14
日

に
厚
労
省
が
正
式
に
薬
事
承
認
し
ま
し
た
。
早
け
れ
ば
２
月
17
日
か
ら
一
部
の
医
療
従
事

者
へ
の
「
先
行
接
種
」
が
始
ま
り
ま
す
。
本
稿
で
は
、
実
際
に
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
関
わ
る

医
療
従
事
者
の
立
場
か
ら
、「
フ
ァ
イ
ザ
ー
ワ
ク
チ
ン
の
特
性
」
と
「
現
在
調
整
中
の
北
空

知
（
１
市
４
町
）
に
お
け
る
接
種
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
概
略
」
に
つ
い
て
記
し
ま
す
。

　
な
お
、
本
稿
の
情
報
は
２
月
15
日
現
在
の
も
の
で
あ
り
、
今
後
の
状
況
に
よ
り
大
き
く

変
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、そ
の
内
容
は
筆
者
個
人
の
見
解
を
述
べ
る
も
の
で
あ
り
、

い
か
な
る
組
織
を
代
表
す
る
意
見
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

⑴
フ
ァ
イ
ザ
ー
ワ
ク
チ
ン
の
特
徴

　
ｍ
Ｒ
Ｎ
Ａ
ワ
ク
チ
ン
で
あ
り
、
21
日
間
隔
で
２
回
の
接
種
が
必
要
で
す
。
ワ
ク
チ
ン
の

安
定
性
を
保
つ
た
め
に
「
冷
凍
で
配
送
」
さ
れ
、
安
定
性
を
保
つ
た
め
に
「-

75
℃
で
保
管
」

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
の
デ
ィ
ー
プ
フ
リ
ー
ザ
ー
（
超
低
温
冷
凍
庫
）
が
深

川
市
に
３
台
、
４
町
に
各
１
台
ず
つ
、
順
次
医
療
機
関
に
配
置
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　
こ
の
ワ
ク
チ
ン
は
１
バ
イ
ア
ル
（
１
瓶
）
が
５
回
分
で
あ
り
、
室
温
（
30
分
）
で
融
解
後
、

６
時
間
以
内
に
５
人
に
接
種
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
（
６
回
分
が
５
回
分
に
変
更
さ
れ

た
こ
と
は
ニ
ュ
ー
ス
で
ご
存
知
か
と
思
い
ま
す
）。

　
な
お
、
ワ
ク
チ
ン
は
デ
ィ
ー
プ
フ
リ
ー
ザ
ー
か
ら
各
接
種
場
所
に
「
小
分
け
」
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
い
っ
た
ん
フ
リ
ー
ザ
ー
か
ら
出
し
た
ワ
ク
チ
ン
は
戻
せ
な
い
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
小
分
け
さ
れ
た
ワ
ク
チ
ン
は
、
ド
ラ
イ
ア
イ
ス
保
管
で
10
日

以
内
、
２
〜
８
℃
の
冷
蔵
保
管
で
５
日
以
内
に
使
用
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
と
は
異
な
り
、
ワ
ク
チ
ン
を
無
駄
に
し
な
い
よ
う
に
計
画

的
に
接
種
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
ご
理
解
い
た
だ
け
る
か
と
思
い
ま
す
。

⑵
接
種
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て

　
医
療
機
関
で
の
接
種
を
「
個
別
接
種
」、
体
育
館
な
ど
広
い
場
所
で
多
く
の
方
に
接
種
す

る
場
合
を
「
集
団
接
種
」
と
い
い
ま
す
。

❶
厚
労
省
が
調
整
主
体
と
な
り
、
早
け
れ
ば
２
月
17
日
か
ら
全
国
の
１
０
０
病
院
、
１
〜

２
万
人
の
医
療
従
事
者
向
け
先
行
接
種
が
始
ま
り
ま
す
。
北
海
道
で
は
北
海
道
が
ん
セ
ン

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
てタ

ー
な
ど
７
病
院
で
実
施
さ
れ
ま
す
（
厚
労
省
の
Ｈ
Ｐ
で
確
認
で
き
ま
す
）。
１
回
目
接
種

日
か
ら
２
回
目
接
種
日
の
４
週
後
ま
で
計
７
週
間
に
わ
た
っ
て
健
康
観
察
が
行
わ
れ
、
皆

さ
ん
が
心
配
さ
れ
て
い
る
副
反
応
に
関
す
る
情
報
も
報
告
さ
れ
ま
す
。

❷
３
月
中
旬
頃
を
目
途
に
全
国
の
医
療
従
事
者
向
け
優
先
接
種
（
約
３
０
０
万
人
）
が
始

ま
り
ま
す
。
調
整
主
体
は
都
道
府
県
（
当
地
で
は
深
川
保
健
所
）
で
あ
り
、
北
空
知
で
は
「
市

立
病
院
を
始
め
と
す
る
計
５
病
院
」
お
よ
び
「
数
か
所
の
診
療
所
」
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ

れ
の
医
療
機
関
で
働
く
職
員
に
対
し
て
個
別
接
種
を
行
い
ま
す
。
接
種
を
行
わ
な
い
診
療

所
や
歯
科
お
よ
び
調
剤
薬
局
の
職
員
、
救
急
隊
員
、
保
健
師
な
ど
は
接
種
を
行
っ
て
い
る

病
院
・
診
療
所
で
個
別
接
種
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
（
保
健
所
が
調
整
中
で
す
）。

❸
４
月
初
旬
か
ら
65
歳
以
上
の
高
齢
者
向
け
優
先
接
種
が
始
ま
り
、
６
月
末
ま
で
に
終
了

す
る
予
定
で
す
。
調
整
主
体
は
各
市
町
村
で
、
深
川
市
だ
け
で
も
対
象
者
は
約
８
８
０
０

人
に
な
り
ま
す
。
接
種
者
を
約
60
％
と
見
込
ん
で
も
計
１
万
回
以
上
の
接
種
が
必
要
で
あ

り
、
接
種
券
（
ク
ー
ポ
ン
）
の
郵
送
、
接
種
予
約
へ
の
対
応
（
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
等
）
な

ど
も
含
め
て
壮
大
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
い
え
ま
す
。

　
接
種
方
法
は
、①
接
種
が
可
能
な
病
院
・
診
療
所
で
の
個
別
接
種
、②
深
川
市
の
場
合
は
、

土
曜
日
・
日
曜
日
に
「
デ
・
ア
イ
」
で
の
集
団
接
種
な
ど
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。
私
見

で
す
が
、
病
院
・
診
療
所
で
の
個
別
接
種
は
、
ワ
ク
チ
ン
の
特
性
、
動
線
と
三
密
へ
の
配
慮
、

副
反
応
の
観
察
時
間
（
30
分
）、
診
療
と
の
兼
ね
合
い
な
ど
を
考
慮
す
る
と
、
ど
う
し
て
も

限
定
的
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。

❹
そ
の
後
，
５
月
以
降
に
「
基
礎
疾
患
を
有
す
る
者
」
お
よ
び
「
高
齢
者
施
設
等
の
従
事
者
」

を
対
象
と
し
た
接
種
が
始
ま
り
ま
す
。
ま
た
、
６
月
上
旬
か
ら
「
16
歳
以
上
の
一
般
の
方
」

が
接
種
対
象
に
な
り
ま
す
。

　
ワ
ク
チ
ン
の
種
類
や
供
給
量
な
ど
様
々
な
因
子
の
影
響
に
よ
り
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
変
更

が
生
じ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
市
町
村
の
Ｈ
Ｐ
な
ど
で
適
宜
情
報
の
確
認
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
接
種
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
円
滑
に
進
み
、
か
つ
ワ
ク
チ
ン
ロ
ス
を
最
小
限

に
す
る
た
め
に
、
被
接
種
者
（
皆
様
）
の
協
力
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
を
ご
理
解
い
た
だ

け
れ
ば
幸
甚
で
す
。
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　ＪＡグループ北海道は、他に本業を持つ人や主婦、学生などが気軽に農業に参加できる機会を創出するこ
とを目指した取り組み「パラレルノーカー」を、春からの農業繁忙期に向けて、本格始動いたします。本格始
動に際し、北海道出身で「モーニング娘。ＯＧ」藤本美貴さんを起用したＴＶＣＭ「パラレルノーカーはじまっ
ています篇」を北海道限定でオンエアしております。東京でタレント活動を行いながら、3児の母親でもある
藤本美貴さんが、広大な北海道の土地でパラレルノーカーとして農業体験を行う様子を収めたＣＭとなってお
ります。また、ＴＶＣＭソングには、北海道出身の人気ロックバンド「ＧＬＡＹ」の「はじまりのうた」を起用
しております。なお、ＴＶＣＭはＪＡ北海道中
央会の公式ＹｏｕＴｕｂｅチャンネルでも公開
しておりますので、是非ご覧ください。

　

JAグループ通信
ＪＡ北海道中央会

ＪＡ北海道信連
　令和３年１月から、ＨＢＣラジオとタイアップして、
「野菜が出来るまでの手間ひまと収穫の楽しみ」を
自宅で子どもと一緒に体験する『おウチで野菜栽
培チャレンジ！』を始めました。参加者に事前に送付
した栽培体験キットを使って、ガーデンレタスやラ
ディッシュの栽培を体験してもらっています。ラジオ
番組内に３月までオリジナルコーナーを設ける等、
生育状況の紹介やＪＡ青年
部からのアドバイスも行っ
ています。

ＪＡ共済連北海道
　ＪＡ共済では、『「こども共済」資料請求キャンペー
ン』を実施しております。ＪＡ共済ホームページから
「こども共済」の資料をご請求いただいた方に、『Ｊ
Ａ共済オリジナル　アンパンマンお食事エプロン』
をプレゼントしております。キャンペーンは令和３年
３月２６日 (金 )までで、先着 60,000 名様限定と
なっております。この機会にＪＡ共済のホームペー
ジにアクセスいただけますよ
うお待ちしております！

ホクレン
　ホクレンは、農薬散布用ドローンの導入を検討す
る際に役立つ基礎的な情報をまとめたリーフレット
を作成しました。主な機種の仕様や特徴、空中散
布の流れ、法令・ルールなどをコンパクトにまとめ
ています。水稲・畑作地帯の会員
ＪＡを中心に配布したほか、「ホク
レンインフォメーション」（https://
hokuren-news.jp/）サイトの関
連記事中からPDFファ
イルをダウンロードす
ることもできます。

ＪＡ北海道厚生連
　本会では、組合員ならびに地域住民の皆様への情
報発信の場として、公式Twitter の開設、運用を行っ
ております。今月は特別養護老人ホームところで行わ
れた節分行事の様子と、本会広報誌「すまいる」第
73号発行に関しての情報をご案内いたしました。
　今後とも皆様へ有益な情報を発信できるよう努め
てまいりますので、下記QRコードより当アカウント
のフォロー登録を
宜しくお願いいた
します。

　ＪＡグループ北海道の連合会・中央会の活動内容
を紹介します。各団体の詳しい取り組み内容はＷＥ
Ｂサイトをご覧ください。

○パラレルノーカー特設ＷＥＢサイト
　https://ja-dosanko.jp/parallelnoker/

ＪＡ共済ホームページアドレス
https://www.ja-kyosai.or.jp/
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クロスワードクイズ
提供元：クロスワード.jp

二月俳句二月俳句二月俳句

1月号の正解は
「ウシドシ」 でした。
正解者の中から抽選で３名が選ばれました。

深 川 市　　寺西　貴子　様
雨 竜 町　　安孫子静枝　様
北 竜 町　　大岩昭三郎　様

【送り先】〒074-0022　深川市北光町１丁目10番10号
　　　　 ＪＡきたそらち総合企画室企画広報課　　 ＦＡＸの場合は 0164-22-8611

【ホームぺージ応募フォーム】 URL：http://www.ja-kitasorachi.com/application_form/
※ご本人以外による応募は抽選の対象外とさせていただきます。

応募方法

【タテのカギ】
2
3

4
5

6

9

11

12
14
15

16

17
19

決まり切ったこと
インドやネパールの料理店で
カレーと一緒に提供される平
たいパン
木で作られた馬のおもちゃ
大工の棟梁や、大相撲におけ
る年寄の敬称
学校で生徒を一定の人数に分
けた組、クラス
仏教で心の迷いを去って永遠
の真理を会得すること、「○
○○を開く」
光が物にさえぎられてできる
暗い部分
池や水田などに浮かぶ水草
城の内部にある堀、⇔外堀
金属元素のひとつ、元素記号
はFe
あばらの周囲にある肉の部位
の通称、三枚肉とも
燃料用の割り木、たきぎ
動物の体の表面を覆う被膜、
肌とも

1

4
5

7

8

10
11

13

15

16
18

20
21

白と黒の鍵盤をたたいて音を出
す楽器
猛者
音による芸術、またそれを学ぶ
授業の名前
ヨーロッパ南東の国、首都はア
テネ
フォークグループ「赤い鳥」の
楽曲「○○○をください」、合
唱曲としても有名
枯れた木
ある歌を旋律はそのままにして
歌詞だけ替えて歌うもの
他よりも条件や状態がよいこと、
⇔不利
うどん・そばなどを機会に頼ら
ず手で打って作ること
江戸幕府末期のこと
墓石の中で、墓標として建てる
石の碑
赤色と青色を混ぜて出来る色
台詞

【ヨコのカギ】

正解者の中から抽選で3名様に農協全国商品券をプレゼント。ホームページ応募フォ
ーム・ハガキ・ＦＡＸで①クイズの答え②住所、氏名、年齢③身近な出来事④農協だよ
りに対するご意見ご要望を記入の上ご応募下さい。
締切3月31日消印有効で当選者とクイズの答えは令和３年5月号に掲載します。

●
雨
竜
俳
句
会

　
二
回
目
の
お
節
の
後
は
お
茶
漬
け
で
　
　
　
　
有
田
　
茉
莉

　
星
冴
ゆ
る
南
部
鉄
瓶
声
立
て
る
　
　
　
　
　
　
大
林
ア
ヤ
子

　
波
な
く
て
湾
一
枚
の
流
氷
期
　
　
　
　
　
　
　
北
川
　
満
江

　
去
年
今
年
妻
の
小
言
に
ぶ
れ
は
な
し
　
　
　
　
小
山
　
邦
男

　
そ
れ
ぞ
れ
の
お
顔
浮
べ
て
賀
状
書
く
　
　
　
　
松
木
　
五
月

　
初
夢
や
夫
の
鼾
に
途
切
れ
た
る
　
　
　
　
　
　
宮
武
め
ぐ
み

　
初
読
経
部
屋
に
響
く
僧
の
声
　
　
　
　
　
　
　
吉
見
サ
ヨ
子

●
「
道
」
俳
句
会
　北
竜
支
部

　
農
婦
に
も
菜
の
と
り
不
足
二
月
尽
　
　
　
　
　
山
本
　
玲
子

　
風
花
や
作
る
と
決
め
し
新
品
種
　
　
　
　
　
　
山
岸
　
正
俊

　
シ
ャ
ン
パ
ン
の
気
泡
二
月
の
星
宿
る
　
　
　
　
阿
部
れ
い
子

　
折
合
い
の
夫
婦
松
あ
り
六
花
　
　
　
　
　
　
　
吉
尾
　
広
子

　
家
族
愛
イ
チ
イ
に
群
れ
る
寒
雀
　
　
　
　
　
　
山
下
　
好
晴

　
リ
モ
ー
ト
の
会
議
に
も
慣
れ
早
や
二
月
　
　
　
中
島
　
雅
子

　
雪
下
に
寝
か
せ
根
菜
甘
味
増
す
　
　
　
　
　
　
佐
藤
美
智
子

　
美
し
き
ほ
ど
厳
し
と
お
も
う
樹
氷
林
　
　
　
　
宮
脇
美
和
子

●
土
筆
俳
句
会

　
一
夜
に
て
白
骨
生
ま
る
雪
の
乱
　
　
　
　
　
　
高
尾
美
津
子

　
後
ろ
手
に
懐
炉
を
貼
り
て
深
呼
吸
　
　
　
　
　
池
田
　
美
知

　
豆
撒
き
や
玄
関
を
開
け
「
鬼
は
外
」
　
　
　
　
山
川
　
輝
子

　
目
立
つ
事
苦
手
と
生
き
し
猫
柳
　
　
　
　
　
　
南
川
冨
美
子

　
水
墨
の
筆
の
か
す
れ
や
雪
木
立
　
　
　
　
　
　
佐
藤
英
三
子

　
大
寒
や
こ
と
ば
も
つ
る
る
誕
生
日
　
　
　
　
　
滝
口
富
美
子

　
家
族
四
人
同
じ
向
き
見
て
恵
方
と
す
　
　
　
　
菅
原
　
優
子

　
公
魚
や
ま
ね
る
な
つ
か
し
母
の
味
　
　
　
　
　
森
田
裕
美
子

　
歳
時
記
を
さ
が
す
下
五
や
日
脚
伸
ぶ
　
　
　
　
小
橋
　
厚
子

A B C D E

1 2 3 3 4

7 5 6

7 8 9

10

11 12 13 14

16 15

18 16 17 18 19

20 21 21

D

C A

B

E
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１．関係団体等諸会議について
２．令和3年度監事監査方針について
３．内部監査報告について
４．経営監査報告について
５．期中監査経過概要報告について
６．組合員の加入脱退について
７． 12月末推定決算について
８．財務報告及び事業実績について
９．職員の人事及び業務事故について
10．貸出金の貸付報告について
11．クミカン精算状況について
12．貸付金利息・遅延損害金の減免について
13．R2.12月営農懇談会意見・質問について
14．令和3年度水田活用の直接支払交付金の見

直し事項について

１．令和3年度　役員報酬審議会への諮問
（案）について

15．令和3年度産地払交付金（案）について
16．新市場開拓に向けた水田リノベーション事

業について
17．麦・大豆収益性・生産性向上プロジェクト

について
18．米在庫状況について
19．販売未収金について
20．令和2年産「ゆめぴりか」買取集荷に係

る収支見込について
21．畜産物の販売状況について
22．青果・花き集荷販売実績について
23．R2青果・花き生産振興対策助成について
24．R3年度農薬価格設定について
25．R3年度肥料・温材奨励金の支払いについて
26．経済部事業実績について

議案第１号　組合員の出資金持分譲渡について
議案第２号　組合員の出資金減口について
議案第３号　令和3年度経営定期点検の実施計

画について
議案第４号　経理規程の一部改正について

議案第５号　職員の期末手当の支給について
議案第６号　給与規定の一部改正について
議案第７号　貸出金の貸付決定について
議案第８号　理事に対する貸出承認ついて

提
出
議
案

協
議
事
項

組合員の動き
（令和３年１月末日）

正組合員

准組合員

正組合員戸数

個人
団体
個人
団体

1,339
91

5,703
274
959

当月末
59
0

269
44
31

脱退
22
4
69
1
2

加入
1,376
87

5,903
317
988

当期首

報
　告
　事
　項

第14回理事会 〈令和3年1月28日開催〉 以下の事項について決議・承認されました

２．総代定数の見直しについて
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金融共済部 共済課からのお知らせ

ＪＡきたそらち

本　　所

音江支所

深川支所

納内支所

TEL 0164-22-6619

TEL 0164-25-1111

TEL 0164-22-2171

TEL 0164-24-2211

多度志支所

雨 竜 支 所

北 竜 支 所

幌加内支所

TEL 0164-27-2111

TEL 0125-77-2331

TEL 0164-34-2280

TEL 0165-35-2024
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